地域史研究の方向と地域史学習の視角 by 原口 幸男







































































































































































り、（現行）の大項目 (1) (2) は (1) 「諸地域
世界」にまとめられた。しかも (2) の［一体化す
る世界］へと明確なデザインをもって構成され、そ
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註：上記の表は主に『沖縄』 （岩波新書、 1963年、岩波書店）の形式により、 「沖縄歴史の要点」




























































































































































































































高関連 3、日本史 6、世界史 6の各提案を実施。
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の四部構成を根幹としていたことに最も大きな特
徴をみている。「同論文」 18頁。
5) この表は、『高等学校学習指導要領案 平成1
年3月文部省発表』 (1999年、時事通信社） 394頁
より転載。次表2も同じ。
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している。現行の『高等学校学習指導要領解説地
理歴史編』 (1989年、文部省） 45頁。
7)昭和45年以来の「文化圏」による構成に代えて
今回の改訂で「地域世界」別の構成にした理由を、
時間的なスケールの取り方、同時代史的な横のつ
ながりの重視という点などで「文化圏」と異なり、
かつそれぞれの時期に最も重要な役割を果たした
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9)尾鍋輝彦、 1972年、『世界大科事典』 13巻、平
凡社、 272頁。
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12)尾鍋輝彦、前掲 9)、272頁。
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14)樺山紘一、前掲 1)、7頁。
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新しい視角の前提になるものと考えている。
16)後述18) 及び19) のごとく、時代区分はすべて
の世界または地域が同じようにすべての段階を踏
んでいくというようなものではないというところ
に力点をおいているのである。
17) ジャック・ルゴフほか、 1992年、『歴史・文
化・表象』、岩波書店、 139~141頁のフランソ
ワ・フュレの発言による。
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